
令和４年度

授業改善推進プラン 【小学校】

①令和４年度北区立小学校学力向上を図るための全体計画（様式１）
②令和４年度第２～６学年「北区基礎・基本の定着度調査」（北区教育委員会）結果の内容別・観点別の分析（様式２）
③指導方法の課題分析と具体的な授業改善案　４教科（様式３）

東京都北区立豊川小学校



〔様式1〕

・校内研究の教科である生活科・総合的な学
　習の時間の指導の充実を目指し、児童が主
　体的に学習に取り組む基盤を培うとともに、
　各教科を横断的に学ぶことができるように
　する。
・授業改善推進プランを効果的に活用し、基
　礎基本の力を習得させる。
・自分の考えを１００字で書き表す学習習慣を
　身に付けさせる。
・情報活用能力の育成を継続し、学校図書館
　やＮＩＥを活用した豊かな思考力・判断力・表
　現力を養う。

第４・第６学年の平均正答率は全国値を下回っており、特に第６学年の標準スコアは４７．５と大きく下回っている。ただし、同一集団の経年比
較の結果からは、第５・第６学年ともに２～３ポイントも上昇していることが分かる。主体的に学習に取り組む態度がどの学年も低い傾向にあ
り、自分ごととして実験や観察に臨み基礎・活用の力を伸ばすことが必要ではないかと考える。

・各教科等で育成すべき資質・能力を育むための基盤となる基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得できる力
・各教科等の特性に応じた見方・考え方を働かせて、自分の思いや考え方をもち、進んで表現する力

・豊島中央通り商店街や学校通り商店街の
　教材化、王子消防署や王子警察署、地域
　の工場等、地域の施設や人材から学ぶ機
　会を多く設定する。
・ＩＣＴ機器を活用し、補習としての教材配信
　を定期的に行うとともに、必要に応じて取
　組状況や課題を家庭に通知し、連携を図
　る。

・北区基礎・基本定着度調査や都学力調査・全国学力調査等の結果分析を基に、学力向上対策委員会で教科ごとの授業改善方法、指導の重点方針を決定する。
・国語は、第３学年からの辞典の活用、新出漢字の指導方法の統一化、ドリル学習を通した基礎・基本の習熟、視写や短作文など書くことの指導などを繰り返し行うことで、基礎力
　の定着を図る。また、「豊川小学校おすすめの本５０冊」を低・中・高学年に分け決め、年間を通して多様な読書に取り組めるようにする。
・社会は、世界地図や日本地図・年表を掲示して学年別に習得させる知識を日常確認できるようにする。また、毎週金曜日の朝学習の時間にＮＩＥタイムを設け、時事問題にも関心
　をもてるようにする。
・算数は、東京ベーシックドリルを活用した基礎・基本の定着を図るとともに、教具を活用し体験を通した知識・技能の習得を図る。
・理科は、既習事項を教室や理科室に常掲して、理科の用語の定着を図る。また、理科巡回指導を受けることで授業改善の工夫を校内で共有する。
・学校図書館指導員を中心に学校図書館の整備・充実を図り、各教科で生かせるように計画する。
・３年生以上は「比べて読もう新聞コンクール」に全員参加する。
・毎週月・火・金曜日の昼時間に設定した「ぐんぐんタイム」、第３～第６学年までを対象とした「学力フォローアップ教室」など、授業時間外の指導を学校全体で支援し、基礎的・基本
　的な学力の向上を図る。

本校の授業改善に向けた視点

の工夫 や研修の工夫

校内における研究 家庭や地域社会との

校内における学力向上推進体制

・全ての児童が主体的に学ぶ楽しさを実感
　するために、体験的な活動を多く取り入
　れ、問題解決的な学習を展開する授業
　を行う。
・自分の考えを１００字に表す学習習慣を身
　に付ける。
・学習のめあてを提示し、授業展開の見通し
　をもたせる。
・ＩＣＴを授業に活用し、視覚的にも分かりや
　すい授業を行う。

・朝学習の火曜日に朝読書、金曜日にＮＩＥ
　活動を行う。
・行事を精選し、学力フォローアップ教室な
　ど放課後の学習時間を確保する。
・「ぐんぐんタイム」を午後の時間だけでなく、
　朝学習の水曜日にも実施し、漢字・計算の
　習熟を図る。

・「自ら学ぶ児童の育成」を研究主題に、生
　活科・総合的な学習の時間を中心にして、
　校内研究を推進する。
・研究授業とその事前授業など、各学年２回
　の授業公開をする。
・巡回指導や観察授業も全ての教員に参加
　を呼びかけ、授業改善につなげる場を多く
　設ける。
・授業改善に向けて、ＯＪＴを活用し、研修を
　実施する。
・教員が受けた理科巡回指導の内容を還元
する。

・「指導と評価の一体化」を目指した授業を
　行う。
・各単元のねらいと評価規準を明確にしたき
　め細かな学習指導計画を作成する。
・１単位時間の中に児童が振り返りを行う時
　間を設け、評価規準に即した評価を行う。
・評価の反省と、次時の授業の軌道修正、
　工夫・改善を行う。
・「児童・保護者への学校生活アンケート」
　に授業に関する質問項目を設け、授業
　改善推進プランの評価を行う。

評価活動の工夫

本校の教育目標

国語

社会

算数

理科

本校が児童に育成したい力 学力向上にかかわる経営方針

　　　　　　　〇たくましい子
　　　　　　　〇あかるい子
　　　　　　　〇かんがえる子
　　　　　　　〇やさしい子

令和４年度　北区立小学校学力向上を図るための全体計画 東京都北区立豊川小学校

すべての学年において、平均正答率が全国値より上回っている。特に第２学年は標準スコアを３ポイント、第５学年では標準スコアを２ポイン
ト上回っており、基礎・基本の定着が見られる。同一集団の経年比較の結果を見ると、第４学年が昨年度より２．３ポイント上昇している一方
で、第６学年では１．４ポイント下降しているなど、ばらつきが見られる。

第５・第６学年の平均正答率は、全国値より上回っている。ただ、昨年度の第５学年の標準スコアが５２．３だったのに対し、今年度の第５学
年の標準スコアは５１．２とやや下回っている。また、第６学年の標準スコアは５０．１で、昨年度より２．２ポイント下降している。第５学年では
「先人の働き」に対する正答率が低く、第６学年では「国土の自然環境」に対する正答率が低いことが結果から見られる。

第２・第５・第６学年の平均正答率は、全国値を上回っており、特に第５学年は標準スコアを２．４ポイント上回る結果となっている。一方で、第
３学年は１．２ポイント、第４学年は０．３ポイント標準スコアを下回っている。同一集団の経年比較の結果から、ほとんどの学年で標準スコア
が下降する傾向にあり、基礎・活用ともに区の平均を下回っていることが課題である。

連携の工夫の工夫

令和４年度「北区基礎・基本の定着度調査」を受けての各教科の分析

教育課程編成上指導内容・指導方法



・豊島中央通り商店街や学校通り商店街の
　教材化、王子消防署や王子警察署、地域
　の工場等、地域の施設や人材から学ぶ機
　会を多く設定する。
・ＩＣＴ機器を活用し、補習としての教材配信
　を定期的に行うとともに、必要に応じて取
　組状況や課題を家庭に通知し、連携を図
　る。

・全ての児童が主体的に学ぶ楽しさを実感
　するために、体験的な活動を多く取り入
　れ、問題解決的な学習を展開する授業
　を行う。
・自分の考えを１００字に表す学習習慣を身
　に付ける。
・学習のめあてを提示し、授業展開の見通し
　をもたせる。
・ＩＣＴを授業に活用し、視覚的にも分かりや
　すい授業を行う。

・朝学習の火曜日に朝読書、金曜日にＮＩＥ
　活動を行う。
・行事を精選し、学力フォローアップ教室な
　ど放課後の学習時間を確保する。
・「ぐんぐんタイム」を午後の時間だけでなく、
　朝学習の水曜日にも実施し、漢字・計算の
　習熟を図る。

・「自ら学ぶ児童の育成」を研究主題に、生
　活科・総合的な学習の時間を中心にして、
　校内研究を推進する。
・研究授業とその事前授業など、各学年２回
　の授業公開をする。
・巡回指導や観察授業も全ての教員に参加
　を呼びかけ、授業改善につなげる場を多く
　設ける。
・授業改善に向けて、ＯＪＴを活用し、研修を
　実施する。
・教員が受けた理科巡回指導の内容を還元
する。

・「指導と評価の一体化」を目指した授業を
　行う。
・各単元のねらいと評価規準を明確にしたき
　め細かな学習指導計画を作成する。
・１単位時間の中に児童が振り返りを行う時
　間を設け、評価規準に即した評価を行う。
・評価の反省と、次時の授業の軌道修正、
　工夫・改善を行う。
・「児童・保護者への学校生活アンケート」
　に授業に関する質問項目を設け、授業
　改善推進プランの評価を行う。



東京都北区立豊川小学校

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析
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内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析
・観点別正答率は、「知識・技能」が０．８ポイント、「思考・判
断・表現」が１．９ポイント、「主体的に学習に取り組む態度」
が１．５ポイント目標値を下回っている。
・３観点全て目標値より下回っている。

・図形が知識として結びついていないことと、繰り上がり繰り
下がり等で計算ミスが多くあることが分かる。文章問題から
式を立てることに関しても苦手であることが分かった。

・すべて目標値より高い数値を出している。
・区平均と比べると、「はなしをききとる」で1.9ポイント、
「かん字をかく」で0.3ポイント、「ものがたりをよみとる」
で1.6ポイント、「文しょうをかく」で0.4ポイント下回って
いる。

・どの観点においても目標値より8～9ポイント上回っ
ている。
・区平均と比べても、0.4～1.7ポイント上回っている。

・内容・観点ともに、全体的に基礎・基本が身に付いて
いると考えられるが、個人によって大きな差がある。
・目標値は上回っているものの、全体的に「話を聞き
取る力」「物語を読み取る力」が弱い。

・目標値と比べ、「たしざん」で8.1ポイント下回ってい
る。
・区平均と比べると、「１２０までのかず」で3.0ポイント、
「たしざん」で7.8ポイント、「ひきざん」で2.2ポイント、
「かたち」で3.2ポイント下回っている。

・すべて目標値より高い数値を出している。
・区平均と比べると、「知識・技能」は1.5ポイント、「思
考・判断・表現」は3.0ポイント下回っている。

・「たしざん」の文章問題や「かたち」の写し取った絵を
見て、使っている立体を見つける問題ができていな
かった。
・「数と計算」や「図形」の領域において、「思考・判断・
表現」することに課題があることが分かった。

・教科の平均正答率の内、基礎力は目標値を２．６ポイント上回っている
が、区の平均正答率も４．２ポイント下回っている。活用力は目標値を２．６
ポイント下回っており、区の平均正答率も９．１ポイント下回っている。
・最も正答率が低かったのは「文章を書く」で、目標値を８．４ポイント下
回っている。最終問題にたどり着かなかった可能性も考えられる。

・教科の平均正答率の内、基礎力は目標値を１．１ポイント下回っ
ており、区の平均正答率も８．６ポイント下回っている。活用力は目
標値を０．１ポイント下回っており、区の平均正答率も９．８ポイント
下回っている。
・最も正答率が低かったのは「はこの形」で、目標値を５ポイント下
回っている。

算　　　　　　数

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値より２．３ポイント
上回っている。
・最も正答率が低かった「主体的に学習に取り組む態度」は、目標
値と比較して５．９ポイント下回っている。
・「思考・判断・表現」は目標値０．５より上回っている。

〔様式２〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　第２学年 「北区基礎・基本の定着度調査」（北区教育委員会）結果の内容別・観点別の分析

国　　　　　語

算　　　　　　数

〔様式２〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　第３学年 「北区基礎・基本の定着度調査」（北区教育委員会）結果の内容別・観点別の分析

国　　　　　語

・最も正答率が低いのは「文章を書く」で３８．６％である。
・正答率が低い問題の観点は「主体的に学習に取り組む態度」で
ある。無回答が見られ、問題に取り組む意欲に課題があることが
分かる。



内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析
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内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

・基礎の正答率は目標値と比較して0.7ポイント上回っている。活用
の正答率は目標値と比較して2.3ポイント下回っている。
・最も正答率が高かったものは、「表とぼうグラフ」で、目標値と比
較して4.8ポイント上回っている。最も正答率が低いのは「円と球・
三角形」で、目標値と比較して0.3ポイント下回っている。

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値と比較して1.4ポイ
ント上回っている。
・最も正答率が低い「思考・判断・表現」は、目標値と比較して6.7ポ
イントと大きく下回っている。

・正答率の低い「かけ算」「円と球・三角形」の観点は「知識・技能」
である。
・筆算の立式や計算方法、図形の名称や特徴などをきちんと身に
付けていないことが課題である。

算　　　　　　数

・基礎の正答率は目標値と比較して4.4ポイント下回っている。活用
の正答率は目標値と比較して1.2ポイント下回っている。
・最も正答率が高かったものは、「風やゴムのはたらき」で、目標値
と比較して1.9ポイント上回っている。最も正答率が低いのは「じ
しゃくのせいしつ」だが、目標値と比較して0.3ポイント上回ってい
る。

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値と比較して2.5ポイ
ント下回っている。
・最も正答率が低い「主体的に学習に取り組む態度」は、目標値と
比較して3.7ポイント下回っている。

・正答率が低い「じしゃくのせいしつ」「物の重さ」の観点は「知識・
技能」と「思考・判断・表現」である。
・正しい知識を身に付けると共に、実験の前後では、既習の内容を
基に結果を予想したり、考えたりすることを丁寧に行い、思考を促
す時間を確保する必要がある。

・基礎の正答率は目標値と比較して0.5ポイント上回っている。活用
の正答率は目標値と比較して6.3ポイント上回っている。
・最も正答率が高かったものは、「漢字を読む」で、目標値と比較し
て2.5ポイント上回っている。最も正答率が低いのは「調べ方につ
いて話し合う」だが、目標値と比較して7.5ポイント上回っている。

理　　　　　　科

〔様式２〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　第４学年 「北区基礎・基本の定着度調査」（北区教育委員会）結果の内容別・観点別の分析

・最も正答率が高かった「主体的に学習に取り組む態度」は、目標
値より8.2ポイント上回っている。
・最も正答率が低かった「知識・技能」は、目標値と比較して1.9ポイ
ント下回っている。
・３つの観点項目のうち、「主体的に学習に取り組む態度」のみ、
正答率が目標値を下回っている。

・最も正答率が高いものが「漢字を読む」の90.8％である一方、最
も正答率が低かったものが「漢字を書く」で50％であった。
・漢字の問題の観点は「知識・技能」である。漢字を読む力がある
程度身に付いている一方で、正しく漢字を書き取る力に課題があ
ると考えられる。

国　　　　　語



内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析
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内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

・基礎の正答率は目標値と比較して2.2ポイント上回っている。活用
の正答率は目標値と比較して1.5ポイント上回っている。
・最も正答率が高かったのは「角の大きさ」で、目標値と比較して
4.8ポイント上回っている。最も正答率が低いのは「面積」だが、目
標値と比較して1.1ポイント上回っている。

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値と比較して
2.3ポイント上回っている。
・最も正答率が低い「思考・判断・表現」だが、目標値と比較
して1.3ポイント上回っている。
・すべての観点項目の正答率が目標値を上回っている。

正答率５２．８％の「面積」、５７．２％の「簡単な場合についての割
合」は、いずれも思考力・判断力・表現力だけでなく、主体的に学
習に取り組む態度を問う問題で、根拠を基に自分なりの考えをもっ
て解決することに課題がある。

・基礎の正答率は目標値と比較して0.5ポイント上回っている。活用
の正答率は目標値と比較して0.7ポイント上回っている。
・最も正答率が高かったのは「１年間の動物の様子」だが、目標値
と比較して1.4ポイント下回っている。
・正答率の最低値は「天気の様子と気温」で目標値と比較して1.8
ポイント上回っている。

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値と比較して0.8ポイ
ント上回っている。
・最も正答率が低い「主体的に学習に取り組む態度」は、目標値と
比較して0.5ポイント下回っている。
・３つの観点項目のうち、「主体的に学習に取り組む態度」のみ、
正答率が目標値を下回っている。

正答率が低い「天気のようすと気温」「水のすがた」「電気のはたら
き」は、いずれも観察や実験を通して学習した内容だが、既習の内
容を基に結果を推測したり考察したりすることに課題が見られる。

・基礎の正答率は目標値と比較して4.9ポイント上回っている。活用
の正答率は目標値と比較して6.6ポイント上回っている。
・最も正答率が高かったものは「漢字を読む」で、目標値と比較し
て13.7ポイント上回っている。最も正答率が低かったものは「調査
の結果をもとに話し合う」だが、目標値と比較して6.6ポイント上
回っている。

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値より5.8ポイ
ント上回っている。
・最も正答率が低かった「主体的に学習に取り組む態度」
は、目標値と比較して0.2ポイント上回っている。
・3観点全て目標値より上回っている。

・最も正答率が低いのは「文章を書く」で51.4％であった。
・正答率が低い問題の観点は「思考・判断・表現」、「主体的
に学習に取り組む態度」である。文章を読み取り、自分で考
え、文章で表現する力に課題があると考えられる。

〔様式２〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　第５学年 「北区基礎・基本の定着度調査」（北区教育委員会）結果の内容別・観点別の分析

・基礎力の正答率は目標値と比較して6.5ポイント上回っている。活
用力の正答率は目標値と比較して6.8ポイント上回っている。
・最も正答率が高かったものは「自然災害からくらしを守る」で目標
値と比較して13.2ポイント上回っている。最も正答率が低いものは
「伝統や文化、先人の働き」で、正答率は目標値と比較して0.1ポイ
ント下回っている。

・最も正答率が高かった「知識・技能」は、目標値と比較して
7.4ポイント上回っている。
・最も正答率が低いのは「思考･判断・表現」で、目標値と比
較して4.3ポイント上回っている。
・すべての観点項目の正答率が目標値を上回っている。

正答率６１．６％の「先人の働き」、７０．１％の「ゴミのしょりと利用」
は、いずれも思考力・判断力・表現力を問われた問題で、資料を適
切に判断したり、資料を読み取って考えたりすることに課題があ
る。

国　　　　　語

社　　　　　　会

算　　　　　　数

理　　　　　　科



内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

内容別結果の分析 観点別結果の分析 内容・観点のクロス分析

・知識・技能の正答率は目標値＋0.4。
・思考・判断・表現の正答率は目標値＋3.6。
・主体的に学習に取り組む態度は目標値＋5.2。

・「小数がわりきれないので分数で計算をする説明を書く」問
題で未記入者が20名いた。その後の問題は15名が解答し
ているので、時間があったにも関わらず、5名が解答を記述
していないことになる。

算　　　　　　数

・基礎の正答率は目標値＋0.3。
・活用の正答率は目標値＋3.3。
・目標値との比較で「漢字の読み」が＋8.4。
・目標値との比較で「説明文の読み取り」が－18.1。

・知識・技能の正答率は目標値＋1.9。
・思考・判断・表現の正答率は目標値＋0.4。
・主体的に学習に取り組む態度は目標値－1.1。

・メモをもとに記述するの未記入者が13名。
・作文問題4問未記入者が11名。
・書く事への苦手意識だけでなく、解答時間が明らかに足り
ていない児童が多いことが判明した。

〔様式２〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和４年度　第６学年 「北区基礎・基本の定着度調査」（北区教育委員会）結果の内容別・観点別の分析

国　　　　　語

・基礎の正答率は目標値＋0.3。
・活用の正答率は目標値－2.0。
・目標値との比較で「台風の上陸月」が＋15.6。
・目標値との比較で「へその緒のはたらき」が－19.4。

・知識・技能の正答率は目標値－0.8。
・思考・判断・表現の正答率は目標値－0.3。
・主体的に学習に取り組む態度は目標値－6.3。

・「雲画像から翌日の天気を予想する」「表からふりこの1往
復の時間を推測する」のような科学的思考で予想・推論を行
う問題がいずれも目標値を下回っており、全体での思考・判
断が下がった原因であると考える。

・基礎の正答率は目標値＋1.3。
・活用の正答率は目標値＋6.6。
・目標値との比較で「韓国の国旗と位置」が＋11.3。
・目標値との比較で「食料自給率」が－8.4。

・知識・技能の正答率は目標値＋1.7。
・思考・判断・表現の正答率は目標値＋5.1。
・主体的に学習に取り組む態度は目標値＋7.9。

社　　　　　　会

・正答率が目標値を下回った「食料自給率」「太平洋ベルト」
「日本の貿易の特色」「メディアの特徴」いずれも知識・理解
の問題であり、知識の定着が不十分であることが判明した。

・基礎の正答率は目標値±0.0。
・活用の正答率は目標値＋5.8。
・目標値との比較で「比例・単位量あたりの大きさ」が＋
15.9。
・目標値との比較で「小数第二位÷小数第一位」が－10.9。

理　　　　　　科



〔様式３〕
東京都北区立豊川小学校

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善案 補充・発展指導計画

・漢字を書くことを苦手とする児童が多い。また辞書の引き方を十
分理解できておらず、正しい辞書の引き方を指導する必要があ
る。
・文章を書くことに苦手意識をもつ児童が多く、書こうとする意欲が
湧かない上に、何を書いたらよいのか内容をイメージすることも苦
手としていると考えられるので、文章の書き方を指導する必要が
ある。

・日々の新出漢字の指導を丁寧に行うと共に、日常の場面で既習
の漢字を意図的に使う習慣を身に付けさせる。小テストを定期的
に行う中で漢字を書く機会を意図的に設ける。
・「書きたい、伝えたい」と思う場面を総合的な学習の時間などを活
用して設定する。日常の授業の振り返りなどで、短い文章を短時
間で書けるようにする。

・国語辞典を机上に常備し、どの授業でもすぐに手に取り、調べる
癖を付ける。漢字テストも1度ではなく、再テストを行い、定着でき
るようにする。
・生活ノートなどを活用し、毎日200字程度の文章を書き、自分の
思いや考えをまとめられるようにする。

・文章を書くことに苦手意識をもつ児童が多く、作文を書く際、発
想、記述、構成の各段階で困っている様子が見られる。各段階を
ワークシートなどを使ってスモールステップで進めて行う必要があ
る。
・既習漢字を使わずに、ひらがなを使う児童が多いので、日常的
に習った漢字を正しく使用するよう指導する。

・日々の学習での振り返りなどで、短い文章を書く習慣を身に付けるよう指
導する。ペアやグループの話し合う活動などで、自分の考えを深める時間
を多く設定する。
・漢字小テストを定期的に行う。漢字のまとめテストでは再テストを繰り返
すことで定着を図る。また、国語辞典や漢字辞典を常備して確認すること
を意図的に指示したりして、学習を進める。

・NIEを推進していく。毎週金曜に実施しているNIEタイムだけでなく、日頃
から学校で新聞記事が読める環境を整え、担任が記事の紹介などを行っ
ていく。
・図書支援員と連携しながら各単元の関連図書にも触れさせる。
・フォローアップ教室での個別支援の結果をフィードバックし、必要な手立
てを学年で相談し、支援計画を実施していく。

４年

・書くことに対しての苦手意識が強い児童が20%いる。また聞き取
りやメモをもとに記述するなど、得た情報を整理し文章化をするこ
とができていないので、書くことを重点課題とした授業の展開を増
やす必要がある。
・活動時間を意識させた学習活動を取り入れていく必要がある。

・学習のふりかえりやまとめなどで振り返りの視点を示し、文章の
書き方の定着を図る。
・授業内容に関する短作文に取り組ませ、限られた時間の中で決
まった形式で文章を書く学習をスパイラルで取り組ませる。

・書くことの苦手意識への対策としてNIEを推進し、まとめを自由に
記述させ、書くことに慣れさせていく。
日常の中で聞いた内容や考えたことを文章に書き起こさせる。
・テストでは初めに問題全体の見通しをもたせ、時間配分を考えて
から解答に取り組ませる。
・交流学習時間にメモを取らせ、そのメモをもとに自分や他人の考
えをノートにまとめる学習を取り入れる。

指導方法の課題分析と具体的な授業改善案　（国　　語）

２年

３年

・話を最後まで聞くことが苦手な児童が多い。最後まで集中
して話を聞く力、聞いたことを正確に理解する力が必要と考
える。
・物語の内容を正確に読み取ることが苦手な児童が多い。
内容を理解しながら物語を読み取る力が必要と考える。

・繰り返し話を聞く態度について指導をしていく。必要に応じ
てメモを取らせたり、ポイントを示してから話をしたりする。
・物語を読み取るポイントを示してから読ませたり、途中で
確認をしながら進めていくようにする。ワークシートを活用
し、物語の理解を深められるようにする。

・国語以外でも、他教科や学校生活の中でどの程度聞き取
れているか確認していく。
・NIEタイムでは児童の興味をひく記事を課題にするなど活
用し、物語以外でも文章を正確に読み取る力を付けられる
ようにする。児童の実態に応じたヒントカードを用意する。

・文章を書くことに苦手意識をもつ児童が多い。どのように書いて
表現すればよいか具体的なイメージがもてるようにしていく必要が
ある。
・「何を書くのか」、「何を伝えるのか」、「何を読み取るのか」把握で
きていないまま活動を始める児童が見られる。そのため、学習計
画の立て方や課題提示等の指導方法に課題があると考えられ
る。

・文章を書くときには、どうやって書くかの例を示したり、ヒントカー
ドを用意したりして、個別指導をしていく。
・教科書を参考にして、学級の実態に合った学習計画を児童と共
に立てていく。また、段階に応じたワークシートを活用し、常に何を
するかを明確にしてスモールステップで指導をしていく。

・NIEタイムでは新聞記事の切り取りから、自分の意見を考えたり、
友達の意見を聞いたりする。
・書く意欲を損なわないように、児童が書いた言葉や文章をその児
童の段階を踏まえ肯定的に受け止めていく。
・自主学習ノートを活用し、日記などを書く習慣を身に付けさせる。

１年

・話し手が知らせたいことや自分が聞きたいことを落と
さないように集中して聞き、話の内容をとらえて考える
学習活動はあるものの定着させるまで至っていない。
そのため、大事なことを落とさないように聞く力を養う
必要がある。

・話し方、聞き方のポイントを示し、繰り返し取り組んで
習慣を身に付けさせる。また少人数で話し合う機会を
作り、相手の話に関心をもち、尋ねたり応答したりする
活動に取り組んでいく。

・国語以外の学習でも児童同士の話し合いを設けた
り、学級活動で学級会を行ったりして、相手にわかり
やすく話す力、大切なことを落とさずに聞く力を養うよ
うにする。また、常に相手意識をもたせて、場に合った
話し方ができるようにする。

５年

６年



〔様式３〕
東京都北区立豊川小学校

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善案 補充・発展指導計画

・社会の学習内容の知識・理解の内容の一部について定着
度が低い。知識としてただ覚えさせるのではなく、児童が自
分事として社会科の事象を捉えさせる指導の工夫が必要で
ある。

・学習指導要領にある「問い」をもとに、児童の主体的な学
習になるような課題設定や資料を用意する。
・社会科の見方・考え方を働かせ、どのような理由や事象か
ら結果に至ったのかを整理させ、知識・理解の定着を図る。

・NIEで社会の事象に興味・関心をもたせ、その原因や解決策、こ
れから起こることなどについて、社会科の見方・考え方を働かせな
がら、記事の内容を捉えられるように指導する。
・5年の地理分野は6年では授業で取り扱うことが難しいので、他
教科でも関連する内容に触れていく。（地図上で位置の確認など）

・あらかじめ選択肢を与えるよにし、上手く資料が活用でき
ていない場合は個別指導を行う。また、調べ学習の際、調
べ方が合っていたかどうか学習の振り返りをさせる。
・教科書の資料を活用し、そこから分かること、考えられるこ
とをまとめさせ、ペアやグループで共有する時間をつくる。

・調べ学習で扱ったソフトは、休み時間や隙間の時間
等でルールを守って活用してもよいことにする。（例・
グーグルアース、ポプラディアネット等）
・ラインズeライブラリーを活用し、復習問題に取り組ま
せる。

・課題に対し、興味関心をもって学習計画を立て、課題解決に向
けた授業を自ら設定できる力をもっている。一方で事象について
の読み取りを正しく理解したり、変化の違いを表現したりする力が
弱い。読み取ったこと、理解したことを自分の言葉で表現するなど
アウトプットする力が身に付くように指導する必要がある。

・資料や写真、グラフなどの読み取りの際、最初は着
目すべき点を事前に示すなど担任がフォローする。慣
れてきたところで自分の力で読み取ることができるよう
にする。まとめや振り返りなど、自分の言葉で表す機
会を意図的に設定する。

・前学年に遡って、地図記号や都道府県名など既習
事項や確実な定着が必要な項目については、スタディ
サプリやラインズeライブラリなどを活用して補習を行
う。

学習意欲が低く、適切な資料を選択し、正しく読み取
り、自分の考えを表現する力が弱い。複数の資料から
「何を」「どこまで」読み取らせるのか明確にして指導し
ていく必要がある。

・単元を貫く「問い」や本時の「問い」を工夫し、児童の身近
な事象と結び付けるなど、興味関心を高める授業を行う。
・児童自ら学習問題が設定できるような資料を用意する。ま
た、資料の見方、考えのポイントを押さえるとともに、つまず
きが見られた時のための補助発問をあらかじめ用意する。

・ラインズeライブラリーを活用し、復習問題に取り組ませる。
・資料などを使って、単元ごとにロイロノートでまとめ、互いのまと
めのよい点を見付ける学習を通して、読み取る力を伸ばしていく。
・単元ごとの小テストを行い、理解が不十分な児童に個別指導を
行う。

５年

６年

指導方法の課題分析と具体的な授業改善案　（社　会）

３年

４年

・児童は意欲的に学習に取り組んでいる。しかし、調
べ学習のために選んだ本が難しすぎて読み取れない
など、資料を上手く活用できない児童がいる。そのた
め、調べる方法の選び方を適切に指導していく必要が
ある。



〔様式３〕
東京都北区立豊川小学校

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善案 補充・発展指導計画

・面積や概数の単元の理解が不十分である。面積の求め方や概
数のきまりなどの基礎的な知識を習得するための指導が不十分
であった。
・グラフなどを読み取ったり、説明したりする問題が身に付いてい
ない。読み取り方や数値から分かることを説明する指導が不十分
であった。

・面積の求め方、概数の基本的な知識をぐんぐんタイムを
通して身に付けさせる。。
・四則計算は、日常の授業でも繰り返し練習し、理解の定
着を図る。

・つまずきの見られる児童には、個別に指導し、基本的な知識や
公式を再確認して定着させる。フォローアップ教室担当教員とも連
携し、課題となる単元を重点的に指導できるようにする。
・習熟の程度が高い児童には、答えを導き出すだけでなく、その過
程や答えとなる根拠を明らかにできるよう指導する。

・31％の児童が、示された例や考え方について文章で説明するこ
とができていなかった。自分の考えを言語化する学習を中心とした
指導の工夫が必要である。
・目標値との比較で公倍数、公約数、面積、体積について、定着
度が低い。6年生でも系統する単元があるので、定着を図る授業
改善が必要である。

・自分の考えを文章化するだけでなく、友達の考えを代わりに発表
したり文章に起こしたりする授業を取り入れていく。
・公倍数、公約数については、分数のかけ算・わり算で通分・約分
の授業の中で復習を取り入れて定着を図る。
・面積、体積の求め方については、角柱の体積の学習の授業の
中で復習を取り入れ、定着を図る。

・NIEでグラフや表の数値に着目させ、データで示された内容をど
のように文章で伝えているのかを理解させる。記事の書き方を参
考にし、書き方・まとめ方を定着させていく。
・デジタルコンテンツを活用する。

・繰り上がり繰り下がりのある計算問題にミスが目
立っている。また、図形やグラフを描くことの指導が不
十分であった。

・ラインズeライブラリーや計算ドリルを繰り返し活用すること
で、四則計算を練習したり、図形やグラフを描かせたりして
確実に定着させていく。
・答えの見直しの仕方を児童と共に確認して、問題を解き終
わったら確かめ算をする習慣を身に付けさせる。

・ぐんぐんコースの児童にはチャレンジ問題に取り組
ませるなど、学習した内容をさらに深める課題を提示
する。
・他教科と関連させながら、グラフや表について指導
を行う。

・四則計算、特に小数の位を整数の位と混同するなど
正しい理解が不十分な点がある。文章を正しく読め
ず、質問に正対することができていない。また、二等
辺三角形の作図などはできているが、直径や半径な
ど基本的な知識や意味を理解できるように指導する
必要がある。

・前学年に遡り、既習事項の定着を図る。位の意味を再確認する
とともに、小数を正しく読んだり、書き表したりして計算の時間を確
保する。文章問題の内容を意図的に多く設定し、文意を理解でき
るようにする。
・正しい道具の使い方と図形の位置や正しい名称など基本的事項
を確実に定着させる。

・ぐんぐんタイムを使って3分100ます計算を毎日行う。正確さと問
題を解くスピード両方のレベルアップを目指し、個人の高まりを自
信にできるようにする。
・宿題にスタディサプリやラインズeライブラリなどを活用し、基本的
事項の定着を自身で気付かせるようにする。

・文章から立式したり、情報量の多い問題を解いたりすること
に対して課題がある。
・足し算や筆算の計算も習熟が必要である。
・文章題に対して、何に着目し立式すればいいか、また足し
算、引き算の筆算につまずいている児童に対し、どこに着目す
れば正しく計算できるかを示した指導が十分ではない。

・聞かれていること、分かっていることを明確にさせる。
・言葉や図で数量や式を捉える指導を行い、様々な方法で
理解できるようにする。
・補充問題や計算ドリルを繰り返し活用することで、基礎知
識を確実なものとしていく。

・ラインズeライブラリーに取り組ませ、自分の学習進度に
合ったドリル学習を進ませる。
・友達同士で解き方を話し合わせたり、なぜそう思ったかを
伝え合ったりする活動を設け、理解力と説明力を養う。

２年

３年

６年

５年

４年

指導方法の課題分析と具体的な授業改善案　（算　数）

１年

文章の意味理解が不十分なことが多く、文章題を読
み取れず、たし算なのかひき算なのかわからないこと
がある。たし算、ひき算を形式的に理解するだけでな
く、本質的に迫る指導を行う必要がある。

問われていることや分かっていることに下腺を引く習
慣をつける。また、文章の内容を理解できるよう図や
絵を用いて可視化する習慣を身に付けさせる。

立式の根拠を伝え合う活動をしたり、友達の考えと自
分の考えを比べ、何を問われているかを確認したりす
る学習を取り入れる。文章問題をたくさん解く練習をし
て、解き方に慣れるよう学習をすすめていく。



〔様式３〕
東京都北区立豊川小学校

学年 指導方法の課題分析 具体的な授業改善案 補充・発展指導計画

児童の理科に対する学習意欲が低く、どの単元にお
いても基本的な知識理解が不十分である。学習意欲
をもたせるための指導が必要であった。児童が興味
や関心をもって取り組める導入を工夫し、観察・実験
を意欲的に行えるよう指導する必要がある。

・児童が興味や関心をもって取り組める導入を工夫する。
・指導計画作成の際、観察・実験や自然体験などを取り入れた体
験的な活動の充実を図る。単に用語等を覚えるだけではなく、学
習したことを実際の生活場面に適用して考える場を設定する。
・観察・実験結果を一人一人が自分の言葉で振り返る時間を設定
する。

・基礎知識については何度も確認を行ったり、ワーク
テスト後に間違った部分を繰り返し学びなおすことで
知識の定着化を図る。
・ラインズeライブラリーを用いて知識の定着を図る。

・科学的根拠に基づく予想や仮説を考えたり、妥当な考え
方を導き出すことが不十分である。実験や観察を行う場合
に必ず児童の思考を促し、言語化させる指導の工夫および
改善が必要である。

・理科の見方・考え方を働かせ、既習の学習内容や生活経験から
予想を立てさせる。
・算数と関連させ、結果を数値化して客観性をもたせる。
・実験結果や実験方法を振り返り、予想や仮説において妥当な考
え方ができていたのか振り返らせる。
・実験の再現性について、他のグループとの結果を比較させる。

・NIEで理科の事象に興味・関心をもたせ、その原因や解決策、こ
れから起こることなどについて、理科の見方・考え方を働かせなが
ら、科学的根拠をもとに記事の内容を捉えていけるように指導を
行う。
・新聞記事の内容を共有するだけでなく。実験の導入や予想、考
察の場面でも使用する。

・児童は楽しそうに実験に取り組むことができている。
しかし、体験的活動が知識として理解するところまで
至っていない児童がいる。そのため、体験と知識を結
びつけるための指導の充実が必要である。

・実験だけで終わることのないよう、結果から考察させ、グ
ループで発表する時間を必ずつくるようにする。考察をする
ときには、自分の予想と比べて考えさせる。
・言葉としておさえるべきところは、ノートやワークシート等も
活用し、しっかりと定着させる。

・プレテストを行い、基礎知識の確認を行う。
・ラインズeライブラリーを用いて知識の定着を図る。

・実験を楽しみにしているが、押さえが弱く児童に任せ
きりになっている傾向がある。実験の予想や結果に対
する考察、一般化のためのまとめなど、自ら頭を働か
せて行動することが苦手である。結果、基本的な知識
や事象の変化をとらえられるように指導していく必要
がある。

・予想→結果→考察→まとめのサイクルを授業で確
実に行う。自分の言葉で考えをまとめ、アウトプットで
きるようにする。実験の成否ではなく、結果に至るまで
の過程や考察を大切に多くの考えや疑問を基に基本
的な事項を理解させていく。

・スタディサプリやラインズeライブラリなどによる配信
を毎日行う。また、理科の授業以外にも、テレビや
ニュースで話題になった時にピックアップして伝えた
り、考えたりできる場を意図的に設定する。

６年

５年

３年

４年

指導方法の課題分析と具体的な授業改善案　（理　　科）


